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Ⅰ．はじめに

高隈演習林は鹿児島県の大隅半島北部に位置し，鹿児島
大学農学部の附属施設として1909年から森林の教育と研
究，それに付随する林業が始められたが，野生動物につい
ての調査は鳥類と一部のネズミ科を除いてこれまであまり
行われてこなかった（高松ら2005，平田ら2007，芦原
2009）。
本稿は，高隈演習林の森林内における野生動物の生息状

況と，それに対して林業が及ぼす影響を評価することを目
的として行っている調査の，2008年7月から2011年6月まで
の3年間の結果をまとめたものである。なお，現時点では
調査地において林業による森林施業は実施していないた
め，本稿では，森林施業前の生息状況の調査結果を示すこ
ととする。また，調査は現在も継続中であり，今後詳細な
分析を行うことを前提として，今回は撮影頻度等の結果を
研究資料として掲載するのみとした。

Ⅱ．調査地および方法

1．調査地の概要

調査は，鹿児島県垂水市に位置する鹿児島大学農学部附
属高隈演習林内の3カ所のサイトで行った（図1）。内訳は，
人工林が優占するサイト A（第2林班），天然生広葉樹林と
人工林が混在するサイト B（第16林班），および天然生広
葉樹林が優占するサイト C（第19林班）である。いずれの
サイトも，演習林内を貫通する公道から直線距離で1,000m

以上離れている。また，近隣に建物や民家などは存在せず，
大学が行う森林施業と，このための車両の通行以外の，人

為的影響を受けにくい場所に位置する。林道から撮影地点
までの最短距離は，サイト Aが50m，サイト Bが100m，
サイト Cが170mである。撮影地点の標高は，サイト Aが
525–565m，サイト Bが570–590m，サイト Cが535–565m

である。サイト Bと Cとの距離は500m，この2カ所とサ
イト Aとは，公道を挟んで4,000m以上離れている。

表1に各サイトの林況を示す。各サイトの半径200m以内
の林況は，サイト Aでは，40–50年生と90年生前後のスギ
人工林が9割以上を占めていて，数年以内に皆伐を行う予
定地に隣接している。サイト Bは，60–90年生のスギ人工
林が5割と，60–90年生の天然広葉樹林が5割を占めていて，
人工林部分は数年以内に間伐を行う予定地に隣接してい
る。サイト Cは，80年生前後の広葉樹林が9割を占めてい
ている。ただし，撮影地点の近辺に一部，広葉樹が混在す
るスギ林（施業履歴なし・施業の痕跡なし・80年生前後か）
が僅かにある。

2．調査方法

（1）使用機材

撮影には，赤外線感知型のセンサーが組み込まれた市販
の自動撮影カメラ（Fieldnote II，麻里府商事）を使用した。
撮影間隔は最短2分間に設定した（詳細は芦原（2009）を
参照）。フィルムはカラープリント用24×36mm（ISO400・
36枚撮り）を使用した。

（2）撮影方法

撮影は，サイト A・B・Cともに，2008年7月に開始した。
3箇所のサイトのそれぞれに，4台のカメラを設置した。4
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台のカメラは，林道から遠ざかる方向に一列に，それぞれ
20–30mの間隔で設置し，標高の低い方から P1，P2，P3，
P4とした。
カメラは地上約50cmの高さに設置した。カメラの方向

は，斜面下方2m先で，地上20cmの高さが撮影の中心点と
なるように固定した。ストロボは強制モードとし，撮影日
時が写真に写しこまれるようにした。動物を誘引するため
のエサは設置しなかった。カメラの電池とフィルムの交換
を4週間～5週間に1回の頻度で行った。

（3）集計方法

回収したフィルムを現像し，撮影された種とその撮影日
時を記録した。撮影種は，曽根ら（2006a, b）の報告を参

考にして，撮影されるであろうと予測した「哺乳類8種（サ
ル・ウサギ・ネズミ・タヌキ・テン・イタチ・アナグマ・
イノシシ）」のほかに，「その他の哺乳類（コウモリ・イヌ・
ネコ・哺乳類（判別不能）・ムササビ）」，そして「その他
の動物（鳥類・昆虫・ハ虫類・両生類）」の3グループに区
分し，これらを有効撮影種とした。「人」や「（生物の）撮
影なし」は無効撮影種とした。同一のカメラで30分以内に
同一個体と思われる動物が連続撮影された場合は，その撮
影枚数は1枚とみなした。
撮影された全枚数を全撮影枚数とし，このうちカメラの

動作確認のために試写したものを操作撮影枚数，それ以外
を自動撮影枚数とした。自動撮影枚数のうち，有効撮影種
が撮影された枚数を有効撮影枚数とし，それ以外を無効撮
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表1．調査地の林況
サイト 半径200m以内の 

森林タイプ
主たる林分の 
林齢

周辺の状況 標高 林班名 本稿における
集計期間

A 人工林92% 
天然林8%

（人）40–50年生 
（天）90年生前後

40–50年生のスギ人工林が優占する流
域（約190ha）の上流部。人工林の尾
根部にある細い保護樹帯にカメラを設
置。近くに流水面がある。

525–565m 2林班 2008/7/9–2011/6/30 
3年間 

（調査は継続中）

B 人工林47% 
天然林53%

（人）60–90年生 
（天）60–90年生

人工林と天然林が半ばする小流域（約
80ha）のほぼ中心部。人工林がとぎれ
た天然林の斜面に，等高線に沿ってカ
メラを設置。近くに流水面がある。

570–590m 16林班 2008/7/9–2011/6/30 
3年間 

（調査は継続中）

C 人工林15% 
天然林85%

（人）80年生前後か 
（天）80年生前後

天然林が優占する。錦江湾に向かって
下りる北向き斜面の尾根沿いにカメラ
を設置。林班の面積は約100ha。

535–565m 19林班 2008/7/7–2011/6/30 
3年間 

（調査は継続中）
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影枚数とした。
本稿で扱う調査期間は，2008年7月から2011年6月までの

3年間（36カ月）とした。調査開始から終了までの日数を
サイトごとに積算したものを調査期間延べ日数，カメラが
撮影可能な状態にあった累積日数をカメラ稼働延べ日数と
し，後者を前者で除した値をカメラ稼働率とした。
撮影頻度を比較する指標として，撮影枚数（実数）と，

カメラの稼働延べ日数から，月ごとの100カメラ稼働日あ
たりの撮影枚数（以下，「枚/100CN」と表記）を撮影種ご
とに算出した。また，サイトごとに，自動撮影枚数を100

とした場合の撮影種ごとの撮影率を算出した（小金澤
2004，塚田ら2006）。なお，本稿では，全12台のカメラそ
れぞれの結果の分析は行わず，3カ所のサイト単位にまと
めた結果のみを公表する。

Ⅲ．結果と考察

表2に，3年間の撮影結果を示す。3カ所のサイトで，予
測した8種類の哺乳類が全て撮影された（写真1～8）。それ
以外にも，コウモリ，ネコ，ムササビが撮影され（写真9

～11），合計11種類の哺乳類の生息を確認した。芦原
（2009）の結果と比較した場合，哺乳類の撮影種数は11種
と同じだが，今回は，イヌは撮影されず，ムササビが新た
に撮影された（サイト Cで3枚）。また，高松ら（2005）
が高隈演習林4林班で2年間行った調査と比較して，今回は
ヒミズが撮影されず，イヌとサル，ムササビが撮影された
という違いがあったが，おおよその傾向は類似していた。
また，そのほかには，鳥類（写真12），昆虫，両生類が撮
影された。
表3（1）～（3）に，各月の撮影種ごとの撮影枚数（実数）
と，撮影率および撮影頻度（枚/100CN），「哺乳類8種」の
うちで撮影された種数，それと，調査期間延べ日数と，カ

表2．各サイトにおける撮影状況のまとめ
撮影頻度 

（枚 /100CN）
サイト A 

（人工林優占）
サイト B 

（人工林・天然林混在）
サイト C 

（天然林優占）
撮影率（%） 枚 /100CN 撮影率（%） 枚 /100CN 撮影率（%） 枚 /100CN

自動撮影枚数 （ 100.0 ） 58.99 （ 100.0 ） 88.73 （ 100.0 ） 95.24
有効撮影枚数 （ 38.1 ） 22.45 （ 43.8 ） 38.82 （ 52.4 ） 49.92

A 哺乳類8種 （ 31.4 ） 18.53 （ 35.3 ） 31.33 （ 40.2 ） 38.29
サル （ 0.1 ） 0.08 （ 0.2 ） 0.18 （ 0.6 ） 0.59
ウサギ （ 4.3 ） 2.51 （ 4.6 ） 4.08 （ 3.7 ） 3.53
ネズミ （ 22.5 ） 13.30 （ 20.2 ） 17.89 （ 15.7 ） 14.96
タヌキ （ 0.5 ） 0.28 （ 0.6 ） 0.49 （ 1.1 ） 1.06
テン （ 1.2 ） 0.68 （ 2.2 ） 1.99 （ 1.1 ） 1.09
イタチ （ 0.8 ） 0.48 （ 1.7 ） 1.52 （ 3.9 ） 3.70
アナグマ （ 0.9 ） 0.55 （ 2.0 ） 1.76 （ 4.7 ） 4.48
イノシシ （ 1.1 ） 0.65 （ 3.8 ） 3.41 （ 9.3 ） 8.88

B その他の哺乳類 （ 3.5 ） 2.06 （ 1.6 ） 1.40 （ 4.3 ） 4.09
コウモリ （ 2.8 ） 1.66 （ 0.7 ） 0.65 （ 2.0 ） 1.90
イヌ （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00
ネコ （ 0.1 ） 0.08 （ 0.0 ） 0.03 （ 0.2 ） 0.20

哺乳類（種不明） （ 0.6 ） 0.33 （ 0.8 ） 0.72 （ 2.0 ） 1.90
ムササビ （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00 （ 0.1 ） 0.08

C その他の動物 （ 3.2 ） 1.86 （ 6.9 ） 6.10 （ 7.9 ） 7.54
鳥類 （ 2.8 ） 1.66 （ 6.3 ） 5.58 （ 7.1 ） 6.75
昆虫 （ 0.3 ） 0.18 （ 0.6 ） 0.49 （ 0.8 ） 0.78
ハ虫類 （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00
両生類 （ 0.04 ） 0.03 （ 0.03 ） 0.03 （ 0.0 ） 0.00

無効撮影枚数 （ 61.9 ） 36.54 （ 56.2 ） 49.91 （ 47.6 ） 45.32
Dヒト （ 0.5 ） 0.30 （ 0.0 ） 0.00 （ 0.0 ） 0.00
E撮影なし （ 61.4 ） 36.23 （ 56.2 ） 49.91 （ 47.6 ） 45.32

撮影種数（哺乳類8種中） 8 種 8 種 8 種
調査期間延べ日数 4,348 日 4,348 日 4,356 日
カメラ稼働延べ日数 3,977 日 3,869 日 3,570 日
カメラ稼働率 91.5 % 89.0 % 82.0 %
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写真1．撮影されたニホンザル 写真2．撮影されたキュウシュウノウサギ

写真3．撮影されたネズミ類 写真4．撮影されたホンドタヌキ

写真5．撮影されたホンドテン 写真6．撮影されたイタチ類
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写真7．撮影されたニホンアナグマ 写真8．撮影されたニホンイノシシ

写真9．撮影されたコウモリ類 写真10．撮影されたノネコ

写真11．撮影されたムササビ 写真12．撮影された鳥類（コシジロヤマドリ）
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12

4
12

0
12

4
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
11

2
12

4
12

0
12

4
12

0
4,

34
8 

カ
メ
ラ
稼
働
延
べ
日
数

3,
97

7 
日

92
12

4
11

9
11

5
96

12
4

12
4

11
2

12
4

12
0

12
4

12
0

10
4

12
4

12
0

95
78

12
4

11
8

87
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
10

6
10

0
97

10
0

95
10

9
96

10
0

10
1

11
0

10
7

3,
97

7 

カ
メ
ラ
稼
働
率
（

%
）

（
91

.5
）

10
0

10
0

99
93

80
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
84

10
0

10
0

77
65

10
0

95
78

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

85
83

78
83

77
88

86
81

84
89

89
91
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表
3（

2）
．
月
別
の
撮
影
種
ご
と
の
撮
影
状
況
（
サ
イ
ト

B
）

サ
イ
ト

B
の
撮
影
状
況

撮
影
枚
数

年
・
月

計
撮
影
率

撮
影
頻
度

20
08
年

20
09
年

20
10
年

20
11
年

（
カ
メ
ラ

4台
の
合
計
）

（
%
）

（
枚

/1
00

C
N
）

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

全
撮
影
枚
数

3,
71

2
52

10
5

78
15

0
16

9
71

80
60

10
7

12
2

12
2

10
3

10
4

66
65

49
79

76
94

82
11

8
14

7
13

3
10

4
16

0
90

10
7

12
6

12
9

10
6

86
10

7
13

2
13

4
11

7
82

3,
71

2

操
作
撮
影
枚
数

27
9

12
7

6
14

6
16

8
7

8
8

16
9

8
8

4
8

8
9

6
6

11
8

7
7

4
5

11
7

10
8

5
6

7
9

27
9

自
動
撮
影
枚
数

3,
43

3
（

10
0.

0 
）

88
.7

3 
40

98
72

13
6

16
3

55
72

53
99

11
4

10
6

94
96

66
57

45
71

68
85

76
11

2
13

6
12

5
97

15
3

86
10

2
12

6
11

8
99

76
99

12
7

12
8

11
0

73
3,

43
3

有
効
撮
影
枚
数

1,
50

2
（

43
.8
）

38
.8

2 
17

50
33

83
65

28
47

27
43

43
39

29
43

28
29

15
40

32
37

24
40

51
38

27
65

36
33

57
63

52
41

49
68

64
45

21
1,

50
2

A 哺 乳 類 8 種

サ
ル

7
（

0.
2 
）

0.
18

 
1

1
1

4
7

ウ
サ
ギ

15
8
（

4.
6 
）

4.
08

 
4

18
5

20
6

1
19

7
9

5
5

1
2

3
2

1
13

6
4

2
2

3
2

1
3

5
1

1
4

2
1

15
8

ネ
ズ
ミ

69
2
（

20
.2

 ）
17

.8
9 

9
7

39
49

17
3

3
16

19
17

8
1

2
5

2
7

14
21

12
23

26
23

22
40

20
20

28
41

34
13

26
36

43
32

14
69

2

タ
ヌ
キ

19
（

0.
6 
）

0.
49

 
1

4
1

2
2

1
1

2
2

3
19

テ
ン

77
（

2.
2 
）

1.
99

 
1

5
15

4
3

1
3

2
1

3
4

2
2

2
5

4
3

3
1

3
1

1
1

1
2

2
2

77

イ
タ
チ

59
（

1.
7 
）

1.
52

 
1

1
1

1
1

5
4

1
1

3
7

4
1

2
1

1
2

3
2

2
3

3
6

2
1

59

ア
ナ
グ
マ

68
（

2.
0 
）

1.
76

 
6

8
2

2
1

1
4

3
6

8
1

1
3

4
1

7
3

2
1

3
1

68

イ
ノ
シ
シ

13
2
（

3.
8 
）

3.
41

 
9

11
2

3
4

3
2

4
6

7
4

4
3

4
1

2
4

6
4

11
11

3
9

10
1

1
3

13
2

B そ の 他 の 哺 乳 類

コ
ウ
モ
リ

25
（

0.
7 
）

0.
65

 
2

4
1

1
2

5
4

6
25

イ
ヌ

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

ネ
コ

1
（

0.
0 
）

0.
03

 
1

1

哺乳
類（
種不
明）

28
（

0.
8 
）

0.
72

 
3

1
1

1
2

1
1

1
3

3
1

1
2

1
2

1
2

1
28

ム
サ
サ
ビ

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

C そ の 他 の 動 物

鳥
類

21
6
（

6.
3 
）

5.
58

 
3

8
2

6
6

1
4

3
7

11
7

6
14

7
5

1
7

1
5

5
2

10
5

1
2

3
3

6
1

9
14

4
23

15
8

1
21

6

昆
虫

19
（

0.
6 
）

0.
49

 
1

3
1

1
1

3
1

1
2

1
2

2
19

ハ
虫
類

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

両
生
類

1
（

0.
0 
）

0.
03

 
1

1

無
効
撮
影
枚
数

1,
93

1
（

56
.2
）

49
.9

1 
23

48
39

53
98

27
25

26
56

71
67

65
53

38
28

30
31

36
48

52
72

85
87

70
88

50
69

69
55

47
35

50
59

64
65

52
1,

93
1

D
ヒ
ト

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

E
撮
影
な
し

1,
93

1
（

56
.2

 ）
49

.9
1 

23
48

39
53

98
27

25
26

56
71

67
65

53
38

28
30

31
36

48
52

72
85

87
70

88
50

69
69

55
47

35
50

59
64

65
52

1,
93

1

撮
影
種
数
（
哺
乳
類

8種
中
）

8
種
平
均

5.
0 

4
4

5
6

4
5

4
6

5
5

6
5

6
6

6
7

5
6

4
4

6
6

4
2

7
4

5
7

5
4

5
5

5
4

4
4

8

調
査
期
間
延
べ
日
数

4,
34

8
日

92
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
11

2
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
11

2
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
12

0
12

4
12

0
12

4
12

4
11

2
12

4
12

0
12

4
12

0
4,

34
8

カ
メ
ラ
稼
働
延
べ
日
数

3,
86

9
日

92
12

3
82

11
1

10
2

11
8

12
4

11
2

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
0

12
0

98
98

98
10

4
90

97
10

7
10

7
90

12
2

96
10

8
11

9
10

0
11

4
12

2
10

9
89

99
98

88
3,

86
9

カ
メ
ラ
稼
働
率
（

%
）

（
89

.0
）

10
0

99
68

90
85

95
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
97

10
0

79
82

79
84

80
78

89
86

75
98

77
90

96
83

92
98

97
72

83
79

73
89

.0
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表
3（

3）
．
月
別
の
撮
影
種
ご
と
の
撮
影
状
況
（
サ
イ
ト

C
）

サ
イ
ト

C
の
撮
影
状
況

撮
影
枚
数

年
・
月

計
撮
影
率

撮
影
頻
度

20
08
年

20
09
年

20
10
年

20
11
年

（
カ
メ
ラ

4台
の
合
計
）

（
%
）

（
枚

/1
00

C
N
）

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

全
撮
影
枚
数

3,
68

0
10

6
12

9
14

6
18

8
19

0
11

3
80

50
89

11
4

95
50

82
70

95
10

4
10

4
89

10
2

62
10

6
15

0
10

9
73

12
9

56
88

85
99

98
11

3
13

1
95

12
3

85
82

3,
68

0

操
作
撮
影
枚
数

28
0

12
9

7
11

14
11

8
6

7
11

16
11

6
8

8
7

6
7

4
8

8
6

11
8

11
7

10
4

7
5

5
7

7
7

28
0

自
動
撮
影
枚
数

3,
40

0
（

10
0.

0 
）

95
.2

4 
94

12
0

13
9

17
7

17
6

10
2

72
44

82
10

3
79

39
76

70
87

96
97

83
95

58
98

14
2

10
3

62
12

1
45

81
85

89
94

10
6

12
6

90
11

6
78

75
3,

40
0

有
効
撮
影
枚
数

1,
78

2
（

52
.4
）

49
.9

2 
46

72
74

97
10

3
58

50
23

39
49

43
15

46
31

50
70

57
46

58
33

54
62

52
14

65
15

41
44

32
42

56
73

54
68

32
18

1,
78

2

A 哺 乳 類 8 種

サ
ル

21
（

0.
6 
）

0.
59

 
1

1
3

2
3

1
8

1
1

21

ウ
サ
ギ

12
6
（

3.
7 
）

3.
53

 
4

3
1

5
3

9
5

2
7

2
1

2
16

28
9

7
7

1
2

2
2

2
1

2
3

12
6

ネ
ズ
ミ

53
4
（

15
.7

 ）
14

.9
6 

1
2

5
24

52
27

11
7

14
24

24
2

1
3

1
6

5
9

4
17

25
14

5
10

2
21

22
13

30
21

32
32

47
17

4
53

4

タ
ヌ
キ

38
（

1.
1 
）

1.
06

 
1

2
2

1
3

1
2

1
1

3
2

3
4

1
1

6
2

1
1

38

テ
ン

39
（

1.
1 
）

1.
09

 
2

1
1

1
4

4
4

1
3

2
1

1
2

1
1

4
1

2
3

39

イ
タ
チ

13
2
（

3.
9 
）

3.
70

 
2

22
12

23
5

6
1

2
3

1
1

2
6

10
7

4
3

3
1

9
1

1
1

1
1

1
1

2
13

2

ア
ナ
グ
マ

16
0
（

4.
7 
）

4.
48

 
9

15
8

14
1

2
4

6
1

1
5

2
7

17
10

1
2

2
1

34
8

3
1

1
4

1
16

0

イ
ノ
シ
シ

31
7
（

9.
3 
）

8.
88

 
4

8
32

20
9

10
4

5
3

1
4

2
2

6
18

14
10

12
12

9
6

7
15

2
3

2
7

4
7

7
22

31
9

2
4

4
31

7

B そ の 他 の 哺 乳 類

コ
ウ
モ
リ

68
（

2.
0 
）

1.
90

 
11

7
2

3
1

2
24

10
1

3
1

1
1

1
68

イ
ヌ

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

ネ
コ

7
（

0.
2 
）

0.
20

 
1

1
4

1
7

哺乳
類（
種不
明）

68
（

2.
0 
）

1.
90

 
2

5
2

5
2

2
8

1
3

1
4

3
1

4
2

2
2

1
1

6
1

2
2

1
4

1
68

ム
サ
サ
ビ

3
（

0.
1 
）

0.
08

 
1

1
1

3

C そ の 他 の 動 物

鳥
類

24
1
（

7.
1 
）

6.
75

 
11

10
4

4
22

6
7

4
3

10
5

1
3

3
15

14
7

5
4

12
18

16
4

4
3

3
5

1
6

4
9

10
6

2
24

1

昆
虫

28
（

0.
8 
）

0.
78

 
2

4
3

1
2

4
2

3
1

1
3

2
28

ハ
虫
類

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

両
生
類

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

無
効
撮
影
枚
数

1,
61

8
（

47
.6
）

45
.3

2 
48

48
65

80
73

44
22

21
43

54
36

24
30

39
37

26
40

37
37

25
44

80
51

48
56

30
40

41
57

52
50

53
36

48
46

57
1,

61
8

D
ヒ
ト

0
（

0.
0 
）

0.
00

 
0

E
撮
影
な
し

1,
61

8
（

47
.6

 ）
45

.3
2 

48
48

65
80

73
44

22
21

43
54

36
24

30
39

37
26

40
37

37
25

44
80

51
48

56
30

40
41

57
52

50
53

36
48

46
57

1,
61

8

撮
影
種
数
（
哺
乳
類

8種
中
）

8
種
平
均

5.
5 

6
5

6
7

8
6

7
5

7
6

5
5

7
5

5
8

7
4

5
7

5
6

3
4

6
4

5
8

4
2

4
4

5
6

5
5

8

調
査
期
間
延
べ
日
数

4,
35

6
日

10
0

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
4

11
2

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
4

11
2

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
4

12
0

12
4

12
0

12
4

12
4

11
2

12
4

12
0

12
4

12
0

4,
35

6

カ
メ
ラ
稼
働
延
べ
日
数

3,
57

0
日

10
0

11
9

78
11

4
91

11
5

12
4

11
1

10
1

12
0

12
4

12
0

92
12

4
12

0
11

8
10

9
10

5
11

1
76

12
0

95
11

6
12

0
11

1
55

91
71

80
76

74
66

65
90

92
76

3,
57

0

カ
メ
ラ
稼
働
率
（

%
）

（
82

.0
）

10
0

96
65

92
76

93
10

0
99

81
10

0
10

0
10

0
74

10
0

10
0

95
91

85
90

68
97

79
94

10
0

90
44

76
57

67
61

60
59

52
75

74
63

82
.0
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メラ稼働延べ日数およびカメラ稼働率を示す。
カメラ稼働率は，サイト Aが91.5%，サイト Bが89.0%，

サイト Cが82.0%だった。サイト Cでは，撮影枚数が相
対的に多いことからフィルム切れになってしまう日が多
かったことや，動物による接触が原因と考えられるカメラ
の転倒などが比較的多く発生したことが，稼働率の低下に
つながったものと考えられる。
人工林が優占するサイト Aの自動撮影枚数は2,346枚で，

有効撮影枚数は自動撮影枚数の38.1%にあたる893枚，無
効撮影枚数は61.9%にあたる1,453枚だった。撮影頻度が
最も高かったものは，ネズミの13.30枚/100CNで，総撮影
頻度の22.5%を占め，次いでウサギ2.51枚/100CN（4.3%），
コウモリ・鳥類1.66枚/100CN（2.8%）の順で高かった。
人工林と天然林が混在するサイト Bの自動撮影枚数は

3,433枚で，有効撮影枚数は自動撮影枚数の43.8%にあた
る1,502枚，無効撮影枚数は56.2%にあたる1,931枚だった。
撮影頻度が最も高かったものは，ネズミの17.89枚/100CN

で，総撮影頻度の20.2%を占め，次いで鳥類5.58枚/100CN

（6.3%），ウサギ4.08枚/100CN（4.6%），イノシシ3.41枚
/100CN（3.8%）の順で高かった。
天然林が優占するサイト Cの自動撮影枚数は3,400枚で，

有効撮影枚数は自動撮影枚数の52.4%にあたる1,782枚，
無効撮影枚数は47.6%にあたる1,618枚だった。撮影頻度
が最も高かったものは，ネズミの14.96枚/100CNで，総撮
影頻度の15.7%を占め，次いでイノシシ8.88枚/100CN

（9.3%）， 鳥 類6.75枚/100CN（7.1%）， ア ナ グ マ4.48枚
/100CN（4.7%）の順で高かった。
撮影枚数の月変動については，ネズミは，2008年10月か

ら12月にかけてと，2010年9月から2011年5月にかけて，3

サイトともに多く撮影された。サルは，撮影枚数は少ない
ものの，7月と，10月から11月にかけて出現する傾向が3サ
イトともに確認された。コウモリは，3サイトともに7月と
8月に集中して撮影された。
次に，サイト間の比較をする。「哺乳類8種」を対象とし
た場合に，撮影頻度はサイト Cで最も高く，サイト B，A

の順に低くなった（C：38.8枚/100CN，B：31.3枚/100CN，
A：18.5枚/100CN）。また，「その他の動物」でも同様の傾
向が示された（C：7.5枚/100CN，B：6.1枚/100CN，A：1.9

枚/100CN）。さらに，「有効撮影種全体」についても同様
の傾向が示された（C：49.9枚/100CN，B：38.8枚/100CN，
A：22.5枚/100CN）。
「哺乳類8種」のうちで撮影頻度が1枚/100CN未満だった
ものは，サイト Cではサル（0.59枚/100CN）の1種類だけ
だったのに対し，サイト Bではサル（0.18枚/100CN），タ
ヌキ（0.49枚/100CN）の2種類，サイト Aでは，サル（0.08

枚/100CN）， タ ヌ キ（0.28枚/100CN）， イ タ チ（0.48枚
/100CN），アナグマ（0.55枚/100CN），イノシシ（0.65枚
/100CN），テン（0.68枚/100CN）と6種類あった。
「哺乳類8種」を対象とした撮影種数の月平均値について
は，多い方から，サイト C（5.5種類），B（5.0種類），A（3.3

種類）の順だった。これらのことから，サイトの状況が動
物の撮影枚数に影響を与えていることが示唆されるが，ど
のような要因が影響を与えているのかについては現時点で
は不明である。

Ⅳ．まとめ

今回，自動撮影カメラを使って高隈演習林に生息する野
生動物種の調査を行ったところ，哺乳類11種の生息を確認
した。このサイトでの観測は継続中であり，今後は，林業
による森林施業が野生動物に及ぼす影響についての調査を
実施したい。また，サイトの状況について調査を行い，環
境要因と撮影枚数との関係を明らかにしたい。
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